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◆タイトル ： 平成 25 年度自転車文化センター企画催事 

「2014 ハンドメイドバイシクル展」 

 

 実施目的 ： 自転車の総合情報発信基地である自転車文化センターが、過去 20 年以

上に渡って開催してきた『ハンドメイドバイシクル』展は、自転車ト

ラック競技の最高峰・競輪選手やロードレース選手、そして自転車ス

ポーツ・サイクリング愛好者から好評を得てきた。日本のハンドメイ

ドビルダー及びパーツメーカーの高い技術と自転車に対する深い造詣、

そうした”匠”の技を自転車愛好家のみならず広く一般の人々に周知

するため本企画を実施した。 

 

 実施期間 ： 2014 年 1 月 25 日（土）～26 日（日） 9：30～16：50 

 

 会 場 ： 科学技術館 1 階 1・2・3 号催物場 

〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園 2-1 

 

 実施内容 ： 《１》ハンドメイド車の展示 

 ①『スポーツ用自転車』、②『街乗り用（高齢者・障害者を含む） 

 自転車』、③『独創的パーツ』３つのテーマを設け、実車・部品の 

 展示を行った。★出展社数：27 社／60 点 

《２》トークショー・座談会の実施 

 ビルダー（メーカー）によるトークショーおよび座談会を実施。 

 ・トークショー 6 回（6 名） 

 ・座談会 1 回（8 名） 

 ・公開インタビュー 3 回 

《３》自転車文化センター所蔵品の展示 

 2020 年東京オリンピックの開催が決定した事を受け、前回 1964 

 年に開催された大会に競技で使われたハンドメイド自転車、大会に 

 関するグッズ等を展示した。 

 

 主 催  ： 一般財団法人 日本自転車普及協会 自転車文化センター 

 

 来場者数およびアンケート回収数： 

来場者数  アンケート回収数 

1 月 25 日（土） 1,043 人 （540 枚） 

1 月 26 日（日） 1,049 人 （608 枚） 

 

★合 計 2,092 人 （1,148 枚） 

実施概要 
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《１》ハンドメイドビルダーによる自転車およびパーツの展示 

 

社名 自転車の名称／展示物の名称 

(有)エム.マキノサイクルファクトリー MAKINO SPECIAL 

細山製作所 1990年代ロードレーサー 

  スポルティーフ 

(株)マツダ自転車工場 OPENSPORT特別 Ver 

  26 インチロード 

ナガサワレーシングサイクル   

渡辺捷治製作所 SW・SS 

東叡社 スポルティーフ（ブルべモデル） 

  700cサイドプル スポルティーフ 

プロショップ タカムラ製作所 ラバネロ ピスト O.S. 

  ラバネロ 40th Anniversary 

  ラバネロ エキップ SAT 

  ミニベロ 20×1 1/8 ラグレス 

ビチスポーツ モリアイ Emme Akka Rチタン 

(有)今野製作所 RACER 

  R-2 

  R-2 stainless 

  Piuma-S 

  Road☆Star 

  Staggered 

サイクルストア ヒロセ 小旅行用車 

  分解式車 

絹自転車製作所 シルク PR-7 

  シルク パーフェクト デモンタ 

サイクル＆カヌー アマンダスポーツ またさぶろう 

SANO MAGIC W･R･D T-2 改良型 

  M・W・R T-2 

 

 

実施内容 
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《１》ハンドメイドビルダーによる自転車およびパーツの展示 

 

社名 自転車の名称／展示物の名称 

(有)オートクラフト・ＩＺＵ クランク廻しくるまいす 

  リハビリサイクル オール式自転車 

（株）近藤機械製作所 GOKISO BB 

  GOKISO ハブ 

  GOKISO ハブ クライマー 

  GOKISO ハブ スーパークライマー 

Sunrise cycles Monkey x Sunrise  / 98 SHU 

  29+ / In BYOB 29+ Project 

  KAOSTEM / 顔ステム 

(株）紀洋産業 SVC-3 椅子型自転車 

  SVC-2.ver.2 

  CFR-201 

  車椅子移動補助具「風よ・・・」 

（株）TESS 
足こぎ車いす 

「Profhand」 

ウェルドワン OGRE  MV－01R 

  OGRE RS-01KD 

  鬼 

Dobbat's Succeed（サクシード） 

  Ｅｑｕｉｐ（エキップ） 

サドル工房アティーク オーダーサドル、ゼッケンナンバーブレードホルダー 

山音製輪所 山散歩用、まずまず軽量車 

  街散歩・通勤用プロムナード 

  身長 150cmの方用、スタンダードロード 

BYOB Factory HTAM160 ( Hard Tail All Mountain 160mm) 

  ヤナギハイキングバイク 

Helavna Cycles オータム オランジェ（愛称） 

  ヘラ・ブナ子 (BUNACO) 

EQUILIBRIUM CYCLE WORKS Aso's road bike 

  Suzuki's track bike 

  Gnner's CX bike 

  Personal bike  

あぶくま自転車工房 700C スモールサイズロード 

実施内容 
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▲出展社ブース（ドバッツ ライノ ハウス） ▲出展社ブース（絹自転車製作所） 

  

▲出展社ブース（SANO MAGIC） ▲出展社ブース（CHERUBIM（今野製作所）） 

  

▲出展社ブース（紀洋産業） ▲出展社ブース（オートクラフト IZU） 

  

▲出展社ブース（加島サドル） ▲出展社ブース（近藤機械製作所（GOKISO）） 

会場風景 
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▲東京オリンピック所蔵資料コーナー ▲自転車市民権宣言 PR コーナー 

  

▲自転車保険紹介コーナー ▲トークショー会場 

  

▲簡易自転車スタンド設置 ▲会場全景

  

▲会場全景 ▲会場全景 

会場風景 
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▲ビルダーによるトークショー ▲ビルダーによるトークショー 

  

▲今野氏によるトークショー ▲佐野氏によるトークショー 

  

▲ビルダーによる座談会 ▲ビルダーによる座談会  

  

▲田村浩氏による公開インタビュー ▲田村浩氏による公開インタビュー 

イベント風景 

 

イベント風景 
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●会場レイアウト 

 

 

 

会場レイアウト 
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●出展社ブース 

 

  

制作物 （出展社ブース）  



 

<10> 

 

 

●出展社名看板パネル（900×150mm） 

 

 

●出展社紹介パネル（B2 サイズ） 

   

 

制作物 （説明パネル） 
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●展示車両説明パネル（A3 サイズ） 

   

スポーツ用自転車パネル  街乗り用自転車パネル   独創的なパーツパネル 

 

 

制作物 （説明パネル） 
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●展示車両番号札（ハガキサイズ） 

 

       

 

 

 

●出展社・主催者ネームプレート 

  

制作物 （説明パネル） 
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●会場内案内パネル 

   

 

 

●展示コーナー誘導看板  ●入場口看板 

   

 

 

●トークショー受付看板  ●トークショー看板 

   

制作物 （説明パネル） 
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●入場口メイン看板 

     

 

 

 

●ＪＫＡ補助事業パネル 

   

 

制作物 （会場サイン） 
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●会場案内図チラシ    ●アンケート用紙 

    

※自転車市民権宣言署名用紙を兼ねました。 

 

 

 

※アンケート記入用のボールペンを添えて配布 

制作物 （配布物） 

  



 

<16> 

 

 

●告知広告用モノクロ広告原稿 

制作物（広告原稿） 
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●ハンドメイドバイシクル展ロゴマークの開発 

 

※ハンドメイドバイシクルの「HB」にハンドルとサドル、タイヤをイメージ 

 

 

●アンケート回収時の景品として「ロゴ入りエコバッグ」を製作 

 

制作物（ロゴ入りエコバック） 
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●開催告知活動 

  １．本会が掲載を依頼 

         ◎団体・企業  リングリングプロジェクト、サイクルスポーツ、科学技術館 

         ◎雑誌広告   サイクルスポーツ（発行：八重洲出版、200,000部） 

１月 20日号に開催告知広告１Ｃ１Ｐを広告出稿   

                   バイシクルクラブ（発行：えい出版、150,000部） 

１月 20日号に開催告知広告１Ｃ１Ｐを広告 

         ◎ｗｅｂポータルサイト .編集タイアップ活動 

・Ｊ-ＣＡＳＴ 「2014ハンドメイドバイシクル展」の告知情報掲

載の編集タイアップを実施。１月10日、モノウォッチページにて

掲載。 

２．本会が配信したニュースリリースによるパブリシティ活動による掲載   

       サイクルスポーツｊｐ、バイシクルクラブ、シクロワイアード、ｃｙｃｌｅｓｔｌｅ 

       読売新聞、サイクルスポーツ、バイシクルクラブ、ファンライド、自転車人 

       ニューサイクリング、千葉県サイクリング協会、ランドヌール、ｊタウンニュース 

       Ｊ－ＷＡＶＥ（土）6：00「ＳＵＲＦ＆ＣＡＲＶＡＮ」 

３．出展社によるｗｅｂサイト掲載 今野製作所、ＧＯＫＩＳＯ、ドバッツブログ、佐野 

サイクルストアヒロセ、山音製輪所，ＷＥＬＤＯＮＥ 

４．本会の広報活動からのリンクによるｗｅｂサイト掲載   

   ◎団体・企業 ＠nifftyニュース、livedoor ニュース、Infoseekニュース、BIGLOBE

ニュース、So-netニュース、ｊタウンネット 

                msnライフスタイル、ＮｅｗｓＳｏｃｉａｌ、ＧＲＥＥ、 

                ＣＹＣＬＥ ＳＰＯＲＴＳ.jp、バイシクルクラブ、シクロワイアード、 

 ＵＲＡＢＵＳ、CYCLINGEX、ペダルホーム、サイスポレポート 

◎個人     へいたんな道でうれしい、自転車大好き、気まぐれ自転車、ガシェット通信、

日々の出来事、ｃｏｇ、自転車でのポタリング日記、 

         秋沙のココログ絵日ログ、幅員5.5ｍ、折りたたみ自転車コミュニティ、自転

車にまつわる四方山話、多分なんとかなるでしょう、ｓｈｉｇｅの言いたい放

題、土系自転車遊び、ちば県自転車三昧、 

 

●開催期間中の取材 取材会社  

1 サイクルスポーツ（八重洲出版） 

２ バイシクルクラブ（エイ出版）  

3 サイクリスト ＳＡＮＳＰＯ．ＣＯＭ（産経デジタル） 

4 バイシクル日本（ワールド） 

5 CICLISSIMO（八重洲出版） 

6 シクロチャンネル（コノミチ） 

広告・広報活動 
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●開催内容の広報波及効果 

     １．雑誌 「サイクルスポーツ」 ２月 20日売号で検討中 

     ２．雑誌 「バイシクルクラブ」 ２月 20日売号で検討中 

     ３．ｗｅｂサイト掲載  

         ◎団体・企業 ＳＡＮＳＰＯ．ＣＯＭ（産経デジタル）。サイクルスポーツｊｐ、 

                    サイクルスポーツレポート、 

         ◎個人  ＣＹＣＬＩＮＧＥＸ、自転車にまつわる四方山話、多分なんとかなるでしょう、

日々の出来事、ｓｈｉｇｅの言いたい放題、ＺＥＮＯＮのｌｏｎｅｌｙ ｔｏｕｒｉｎｇ、 

 

＜ＰＲ活動スケジュール＞ 

1 月下旬の情報の編集は、年末進行で行われますので、早めの情報発信を実施しました。 

日付 作業内容 

11 月初旬 告知用ニュースリリース打合せ 

雑誌向け告知用ニュースリリース発信 

11 月中旬 雑誌向け告知用ニュースリリース発信週刊誌、情報誌

告知用ニュースリリース発信 

12 月初旬 自転車専門誌告知用ニュースリリース発信 

12 月中旬 テレビ、ラジオ告知用ニュースリリース発信 

12 月下旬 新聞 告知用ニュースリリース発信 

1 月初旬 テレビ、ラジオ告知用ニュースリリース発信 

ｗｅｂタイアップ原稿依頼 

1 月中旬 取材依頼フォロー活動 

1 月 25・26 日 プレス対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

広告・広報活動 
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広告・広報活動 
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広告・広報活動 
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広告・広報活動 
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◎事前告知ニュースリリース 
 
＜報道資料＞ 

平成 25年 11 月 
一般財団法人日本自転車普及協会 

自転車文化センター 

 

「2014 ハンドメイドバイシクル展」開催 
1/25・26（土・日）北の丸公園 科学技術館にて 

 

自転車文化センターでは、自転車の可能性を追求した「2014 ハンドメイドバイシクル展」を科学技術館１
Ｆ催事場（千代田区北の丸公園２－１）にて開催いたします。 
ハンドメイドバイシクル展では、自転車に対する深い造詣、高い技術を持つ国内のビルダーによって造ら

れた世界に一台の自転車・パーツを集め展示いたします。（２３社、約５０点 予定） 
また、ビルダーによるトークショー＆座談会を同時開催します。 
※入場無料 

 
■「2014 ハンドメイドバイシクル展」 

日時：2014 年 1月 25、26 日（土・日） 9：30～16：50 
会場：科学技術館  １階催事場 

東京都千代田区北の丸公園 2-1  東京メトロ 竹橋駅・九段下駅下車徒歩 7分 
主催：一般財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター 
内容：１．ハンドメイドによるスポーツ用自転車、街乗り用自転車、 

シニア・障害者向け自転車の実車展示 
２．独自の技術が施された自転車のパーツ 
３．当センターが所蔵する１９６４年東京オリンピック関連資料の展示 
４．ハンドメイドビルダーによるトークショー＆座談会 

入場料：無料 
 
≪昨年のハンドメイドバイシクル展の会場風景≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この件に関するお問い合わせは下記にお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
■「自転車文化センター」移転・リニューアルオープンのお知らせ 

平成２６年４月より「自転車文化センター」は目黒に移転し、リニューアルオープンします。 
○移転先：〒141-0021 東京都品川区上大崎3-3-1 （目黒駅下車徒歩 3分） 

科学技術館２Ｆ「自転車文化センター情報室」は平成２６年１月末をもって閉室となります。 
なお、歴史的自転車等については「自転車広場」にて引き続き展示致します。 
※移転に関するお問い合わせは「自転車文化センター」までご連絡ください。 

広告・広報活動 

 

自転車文化センター 岸本・村山 TEL：03-3217-1231  

                               E-mail:bccask@jifu.jp 

広報担当 プレイブ（株）朝比奈 TEL: 090‐7725-2767 
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●アンケート回収 

 

・受付裏手にてアンケート記入および回収。 

・アンケート記入者は、三角くじによる抽選会を実施。 

※同時に、自転車市民権宣言署名を回収。 

 

 

●アンケート回収数 

1 月 25 日（土） 540 枚 

1 月 26 日（日） 608 枚 

 

★合 計   1,148 枚 

 

アンケート集計 
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1.あなたの性別は？ 

 

 

2.あなたの年齢は？ 

 

アンケート集計 
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3.あなたは普段自転車に乗りますか？ 

 

 

◆「いいえ」の方の理由（抜粋） 

 赤ちゃんがいるので 

 あぶないから 

 駅近くに家がある 

 置くスペースがない 

 休日のサイクリング用として乗っている 

 車を利用するようになったため 

 健康の為、1.5km は歩く 

 坂が多いため 

 自転車を持っていない 

 駐輪場がないため 

 通勤が電車なため 

 都内は通行危険で不便 

 乗りたいのですが、まだお気に入りの自転車を探し中です 

 街中で人ごみの中を走るのが怖いため 

 ライフスタイルの違い 

 

 

アンケート集計 



 

<29> 

 

 

◆「はい」の方の目的 

 

 

その他の人の内容（抜粋） 

 足 

 移動手段 

 いろいろな道を走りたいから 

 競技 

 公園 

 サイクリング 

 散歩 

 スポーツ、観光の移動手段、環境を意識して 

 全部 

 その他 

 レースに出るため 

 

 

アンケート集計 
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4.どのようにして知りましたか？ 

 

その他の人の内容（抜粋） 

 Instagram 

 J-WAVE、7：00 の番組（SAC？） 

 NC 誌 

 OGRE の HP を見て 

 twitter 経由で 

 お店で聞いた 

 家族に連れられて 

 サイクルデザイン校にて、今野先生から聞いて 

 サイズポ JP のニュース記事 

 自転車で教えてもらった 

 自転車文化センター、友の会からの案内文 

 専門誌のホームページ 

 たまたま科学技術館に来た 

 定例行事です 

 手伝い 

 通りがかりの自転車乗りに声をかけられた 

 ナガサワさんのホームページで知った 

 パパと一緒に 

 日頃から来館しています 

 ビルダーの方から聞いて 

 毎年来ているので 

 松田社長に聞きました 
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5.今回の展示会はいかがでしたか？ 

 

 

◆その理由 
 「ランドナー」にとらわれない、旅用自転車が見たかった 
 1964 年オリンピックのロードレーサーが見られたこと、様々なビルダーの製品が見られたこ

と、障害者・リハビリ用の自転車が見られたこと 
 1 メーカー、2～3 台の展示が見たい 
 2～3 年ぶりに訪れたが、出展社、来場者ともにぎやかだ 
 GOKISO のメーカーさんの説明がわかりやすく、商品への愛情を感じた 
 HB ロゴマークと色合いが良かった 
 新しい発見があった 
 新しいビルダーが多く新鮮だった 
 アットホームな雰囲気 
 以前の展示比べ、活気を感じます。会場の密度が濃い感じ 
 各ビルダーごとの特徴や連絡先が書かれたパンフレットが欲しい。パンチカーペットの赤が強

く、フレーム形状などが見にくい 
 各メーカーの製作過程の様子がわかるものが欲しい 
 直接ビルダーとお話ができたからです。知らないビルダーもあり GOOD！ 
 展示も含めトークショーが充実しているのが良い 
 トークショーが良かった、ベアリングの重要性がわかった 
 長澤のトークショーが面白かった 
 名だたるビルダーの自転車を間近に見ることができた 
 熱心に解説してくださるブースの方が多かった 
 のんびり見られるのが良い 
 ハンドメイドの自転車が集まるイベントは他に類を見ない 
 ビルダーさんに実際に話を聞けるため、そしてものに触れられる 
 ビルダーの方とたくさんお話をしたかったのですが、あまりいらっしゃらなかったのが残念で

した。 
 福祉にも関連したものがあるのだとわかった 
 普段そこまで自転車に興味を持たなかったが、いろいろな自転車があり楽しめた 
 普段見られないビルダーの自転車を一同に会しており、珍しかった 
 部品の出展が少ない 
 見に来る人が増えてにぎやか、暗い雰囲気がなくなった、若い人もけっこう来ている 
 もう少し出展企業（ハンドメイド）があった方が良い 
 もっと華やかさ、イベントがあってもいいと思う。ちょっと地味 
 来年オーダーフレームを考えていたので、広くメーカーを知ることができた 
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6.良かったビルダーは？ 
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7.今後どのようなイベントを希望しますか？ 

 

◆自転車関連のイベント 

 

 

◆当センター所蔵物の展示 
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7.今後どのようなイベントを希望しますか？ 

 

◆その他 

 

 

6.お気づきの点は 
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＜ご要望記入の抜粋＞ 

 2014 年度のサイト上の告知に、各工房の展示詳細がなかったように思います。詳細はあ

ったほうが良いと思います。 

 NAHBS のようになってほしい 

 荒井さんのような自転車の歴史が面白い 

 いろいろな勉強会の開催 

 オーナーさん紹介、トークショーがありましたが、インタビュアーさんがちょっと下手だ

と思いました。自転車と作った人が並んで、聴衆の方を向かせないとならないのに、まわ

りを囲んだ人々に背を向けて話してました。オーナーがそういうの苦手なのはわかる。イ

ンタビュアーがうまくたたないと。 

 折りたたみ自転車は得意ではないのですか。いわゆる今回のハンドメイド自転車は「雑誌

にて」床の間に飾っているように、オーナーが大事にされているもの、という印象を持っ

ています。あまり見かけないもの、街ではイタリア車、アメ車、英車 

 女の子の参加が少ないですよね、若い男が増えている気がする 

 海外への展開も考えたほうがいいと思います。 

 開催日を平日にもあるとありがたいです 

 紀洋産業さん試乗させていただき、ありがとうございました。とても楽しかったです。 

 クラシックパーツなども展示してほしい 

 車イス自転車に未来を見ました。子ども用とか作ってください。 

 高齢になっても安全に自転車がのれる都内になるよう希望します。タンデムが都内でも乗

れるようになりますように 

 国内ハンドメイドメーカーを増やして展示してほしい 

 ここは虎の門より交通至便でよい 

 子ども乗せ自転車、子どもと楽しめる自転車の乗り方のセミナーなど 

 このイベントが長く続くことを願います 

 このような貴重な自転車を見る機会をいただきありがとうございます。自転車フリーマー

ケットを開催してほしいです。また、いわゆる日本のママチャリライダーのマナーが向上

していただければ、もっといいと思います。 

 コンポーネントなどのパーツについて出してほしい 

 昨今、歩行者と自転車の事故が多発し、加害者側に多大な賠償金が求められることを耳に

します。マナーある運転をポスター、CM 等で呼びかけてはいかがでしょうか。 

 様々な条件の人が、いろいろな用途で楽しめることが大切だと思います。TESS さんのは

素晴らしかった。 

 シクロクロスの完成車またはフレームの展示を行ってほしいです。あと、1964 年の東京

オリンピックに使用された自転車などをもうちょっと多く展示してほしいです。 

 じっくりビルダーの方とお話ができた 

 実際に注文できる機会があると面白かったです。 

 自転車の詳細な説明が欲しい 

 自転車を正しく乗るために公道を封鎖してのイベントを企画してください 

 出展社にブランドを書いてほしい 

 出展社の方がブースにいらっしゃらないとかなり残念です。話とか聞けないので 

 照明を自転車にあてる等、見せ方にこだわってほしい 

 新・旧、マッドガードの付いた自転車のラリーとか 
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 素晴らしい作品の数々でとても楽しく拝見させていただきました。 

 スペシャル（タンデム、リカンベント等）の展示も見たかった 

 せっかく公園でやっているので、公園内で試乗したりしてもいいのでは 

 是非続けてください。 

 外で試乗があるとよいかも、毎年楽しみにしております。来年も是非。 

 楽しみにしているイベントなので継続してください 

 小さい女性サイズのロード車が多数あり、それぞれ工夫のお話が聞けて参考になった 

 近頃の自転車ブームの割にハンドメイドの内容は数年前から落ちている感じがする。みな

さん忙しいのかな？ 

 トークショー（シルク荒井さんの昔話等、無形財産の有形化を望む、GOKISO 近藤氏） 

 とても良い企画だと思うので、続けてください。いろいろなビルダーさんに声掛けして大

きく広がるとよいと思います。 

 長澤氏のトークショー等大変良かったです、実際に歴史の事実を聞ける場をお願いします 

 パーツや作り方をグルグル見たいので、床に自転車を置かないでほしい 

 ハンドメイド車を作っている方は、もっといらっしゃると思います。年に数回多くのハン

ドメイド車の実物を見てもらえる会をしてほしいです。 

 ハンドメイドで気になるのは、費用。そのことがわかる工夫を 

 ハンドメイドの良さをもっと積極的にアピールし、マニアックなイベントではなく普通の

サイクリストやママチャリ族にも魅力を持ち、身近に感じられるものにしてほしい。各講

演会は非常に刺激を受けました。 

 普段ではお目にかかれないものをたくさん拝見させていただきました 

 フリーマーケット併設など客数が増えると思う（会場の関係上、難しいが） 

 フレーム（完成車）だけでは、価格の適正が理解できない 

 ベルナールイノーさんを招聘してください。また、ジャジャ（サイン会）リシャールビラ

ンクさんもお願いします。 

 まったくのビギナーなので気おくれすることもあり、ナビして頂けると良いかもです 

 昔の東京オリンピックの資料が面白かった 

 無料でこれだけのものを見せていただき、満足です。 

 もう少し長い期間やってほしい 

 もっと展示台数を増やしてほしい、渾身の一作も見ごたえありますが、ビルダーの技を

様々な角度から見たいし、普通のフレームがどんなものかも見比べたい。ロードの歴史の

勉強になるような、世界チャンピオンの話とか、展示を面白くしてほしい 

 もっと広い会場で出入り自由だとありがたい 

 ゆったりとしていて、気持ちよくビルダー様とお話ができて良かったです。 

 輪行電動アシスト自転車、かなり年配の方が多いと思いました。思いは伝わりましたけど

作り手も高齢の事を見ると高齢な方を対象とした電動アシスト自転車を作る 

 若い女性向けの展示を増やした方がいいと思う

運営体制 
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「2014 ハンドメイドバイシクル展」では、2 日間開催として過去最高の 2,092 名

の方々にご来場頂いた(※対前年比 154％／734 名増加)。来場者アンケートにつ

いても 5 割強の 1,148 通の回答を頂くことができた。 

出展 27 社による 60 点の自転車とパーツの展示に加え、6 名のビルダーによるトークショ

ー、8 名のビルダーによる座談会、そして展示会場内では全出展社との公開インタビュー

を行い、各企画とも来場者が大変熱心に見学・聴講して下さった。 

とりわけトークショーと座談会では、参加者からの熱心なご質問が相次ぎ、ビルダーから

も丁寧かつご自分の熱い想いを込めた回答を頂くことができた。 

 

来場者アンケートの集計結果から、展示会全体に対して、『良かった』が約 70%、『普通』

が約 26%という評価を頂いた。 

評価の理由をつぶさに見て行くと、「ビルダーさんと直接語らうことができたことが良かっ

た」「国内ビルダーの作品を一堂に会して見ることができて良かった」「以前の展示会に比

べ、活気を感じる」「新しいビルダーが多く新鮮だった」「これからも継続してほしい」と

いう好評価を頂いている。 

主催者として強く感じたことは、当センターが 20 年来育んできている本展示会に定期的

に足を運んで下さっている方々に加え、今回初めて来場された方が大幅に増えたことが大

きな収穫であった。これはビルダーの方々のご尽力に加え、社会的な自転車に対する関心

の高まりの表れであると受け止めている。 

 

その一方、「展示の見せ方の工夫」「ビルダーの方々の制作過程を見せる展示」、そして「女

性にももっと親しみやすい展示や華やかさを加えてほしい」「開催期間を平日にも延ばして

ほしい」「他のイベントとの併催による来場促進」など、改善を求めるご意見も多数頂いた。 

 

当センターで行う展示会や活動に対するご意見として、歩行者と自転車の事故防止のため

の普及啓発活動の要請や、自転車に乗る参加体験型のイベントに対する要望も多く頂いた。 

展示会開催を知った人の告知媒体別の割合を見ると「インターネットのブログ・記事」と

「知人・友人から聞いて」の 2 つがそれぞれ 30％近くにのぼることから、今後もこうした

口コミ的広報に力を入れながら、ニーズに応えられる事業展開をして行きたいと考えてい

る。 

 

最後にあらためて、ご来場頂いた皆様を始め、出展・トークショーや座談会に出演して下

さった出展社各位、日本損害保険協会・西村部長、公務の合間を縫って熱心に見学して下

さった谷垣禎一法務大臣（自転車活用推進議員連盟会長）、そして本展示会開催を競輪補助

事業でご支援頂いた(公財)ＪＫＡ補助事業部ほか関係各位に、心より御礼を申し上げたい。 

（文責：自転車文化センター） 

「2014 ハンドメイドバイシクル展」を開催して 

  


